
創世記     

第 1章 

1:1はじめに神は天と地とを創造された。 1:2地は形なく、むなしく、やみが淵のおもてにあり、神の霊が水のおもて

をおおっていた。  

1:3神は「光あれ」と言われた。すると光があった。 1:4神はその光を見て、良しとされた。神はその光とやみとを分

けられた。 1:5神は光を昼と名づけ、やみを夜と名づけられた。夕となり、また朝となった。第一日である。  

1:6神はまた言われた、「水の間におおぞらがあって、水と水とを分けよ」。 1:7そのようになった。神はおおぞらを

造って、おおぞらの下の水とおおぞらの上の水とを分けられた。 1:8神はそのおおぞらを天と名づけられた。夕とな

り、また朝となった。第二日である。  

1:9神はまた言われた、「天の下の水は一つ所に集まり、かわいた地が現れよ」。そのようになった。 1:10神はそ

のかわいた地を陸と名づけ、水の集まった所を海と名づけられた。神は見て、良しとされた。 1:11神はまた言われ

た、「地は青草と、種をもつ草と、種類にしたがって種のある実を結ぶ果樹とを地の上にはえさせよ」。そのようになっ

た。 1:12地は青草と、種類にしたがって種をもつ草と、種類にしたがって種のある実を結ぶ木とをはえさせた。神は

見て、良しとされた。 1:13夕となり、また朝となった。第三日である。  

1:14神はまた言われた、「天のおおぞらに光があって昼と夜とを分け、しるしのため、季節のため、日のため、年の

ためになり、 1:15天のおおぞらにあって地を照らす光となれ」。そのようになった。 1:16神は二つの大きな光を造り、

大きい光に昼をつかさどらせ、小さい光に夜をつかさどらせ、また星を造られた。 1:17神はこれらを天のおおぞらに

置いて地を照らさせ、 1:18昼と夜とをつかさどらせ、光とやみとを分けさせられた。神は見て、良しとされた。 1:19夕

となり、また朝となった。第四日である。  

1:20神はまた言われた、「水は生き物の群れで満ち、鳥は地の上、天のおおぞらを飛べ」。 1:21神は海の大いなる

獣と、水に群がるすべての動く生き物とを、種類にしたがって創造し、また翼のあるすべての鳥を、種類にしたがって

創造された。神は見て、良しとされた。 1:22神はこれらを祝福して言われた、「生めよ、ふえよ、海の水に満ちよ、また

鳥は地にふえよ」。 1:23夕となり、また朝となった。第五日である。  



1:24神はまた言われた、「地は生き物を種類にしたがっていだせ。家畜と、這うものと、地の獣とを種類にしたがっ

ていだせ」。そのようになった。 1:25神は地の獣を種類にしたがい、家畜を種類にしたがい、また地に這うすべての

物を種類にしたがって造られた。神は見て、良しとされた。  

1:26神はまた言われた、「われわれのかたちに、われわれにかた

どって人を造り、これに海の魚と、空の鳥と、家畜と、地のすべての

獣と、地のすべての這うものとを治めさせよう」。 1:27神は自分のか

たちに人を創造された。すなわち、神のかたちに創造し、男と女とに

創造された。 1:28神は彼らを祝福して言われた、「生めよ、ふえよ、

地に満ちよ、地を従わせよ。また海の魚と、空の鳥と、地に動くすべての生き物とを治めよ」。 1:29神はまた言われ

た、「わたしは全地のおもてにある種をもつすべての草と、種のある実を結ぶすべての木とをあなたがたに与える。こ

れはあなたがたの食物となるであろう。 1:30また地のすべての獣、空のすべての鳥、地を這うすべてのもの、すな

わち命あるものには、食物としてすべての青草を与える」。そのようになった。 1:31神が造ったすべての物を見られ

たところ、それは、はなはだ良かった。夕となり、また朝となった。第六日である。  

第 2章 

2:1こうして天と地と、その万象とが完成した。 2:2神は第七日にその作業を終えられた。すなわち、そのすべての

作業を終って第七日に休まれた。 2:3神はその第七日を祝福して、これを聖別された。神がこの日に、そのすべての

創造のわざを終って休まれたからである。  

2:4これが天地創造の由来である。 

主なる神が地と天とを造られた時、 2:5地にはまだ野の木もなく、また野の草もはえていなかった。主なる神が地

に雨を降らせず、また土を耕す人もなかったからである。 2:6しかし地から泉がわきあがって土の全面を潤していた。 

2:7主なる神は土のちりで人を造り、命の息をその鼻に吹きいれられた。そこで人は生きた者となった。 2:8主なる神

は東のかた、エデンに一つの園を設けて、その造った人をそこに置かれた。 2:9また主なる神は、見て美しく、食べる

に良いすべての木を土からはえさせ、更に園の中央に命の木と、善悪を知る木とをはえさせられた。 2:10また一つ

の川がエデンから流れ出て園を潤し、そこから分れて四つの川となった。 2:11その第一の名はピソンといい、金のあ

るハビラの全地をめぐるもので、 2:12その地の金は良く、またそこはブドラクと、しまめのうとを産した。 2:13第二の

川の名はギホンといい、クシの全地をめぐるもの。 2:14第三の川の名はヒデケルといい、アッスリヤの東を流れるも

の。第四の川はユフラテである。  



2:15主なる神は人を連れて行ってエデンの園に置き、これを耕させ、これを守らせられた。 2:16主なる神はその人

に命じて言われた、「あなたは園のどの木からでも心のままに取って食べてよろしい。 2:17しかし善悪を知る木から

は取って食べてはならない。それを取って食べると、きっと死ぬであろう」。  

2:18また主なる神は言われた、「人がひとりでいるのは良くない。彼のために、ふさわしい助け手を造ろう」。 2:19

そして主なる神は野のすべての獣と、空のすべての鳥とを土で造り、人のところへ連れてきて、彼がそれにどんな名

をつけるかを見られた。人がすべて生き物に与える名は、その名となるのであった。 2:20それで人は、すべての家

畜と、空の鳥と、野のすべての獣とに名をつけたが、人にはふさわしい助け手が見つからなかった。 2:21そこで主な

る神は人を深く眠らせ、眠った時に、そのあばら骨の一つを取って、その所を肉でふさがれた。 2:22主なる神は人か

ら取ったあばら骨でひとりの女を造り、人のところへ連れてこられた。 2:23そのとき、人は言った。 

「これこそ、ついにわたしの骨の骨、 

わたしの肉の肉。 

男から取ったものだから、 

これを女と名づけよう」。 

2:24それで人はその父と母を離れて、妻と結び合い、一体となるのである。 2:25人とその妻とは、ふたりとも裸で

あったが、恥ずかしいとは思わなかった。  

第 3章 

3:1さて主なる神が造られた野の生き物のうちで、へびが最も狡猾であった。へび

は女に言った、「園にあるどの木からも取って食べるなと、ほんとうに神が言われた

のですか」。 3:2女はへびに言った、「わたしたちは園の木の実を食べることは許さ

れていますが、 3:3ただ園の中央にある木の実については、これを取って食べるな、これに触れるな、死んではいけ

ないからと、神は言われました」。 3:4へびは女に言った、「あなたがたは決して死ぬことはないでしょう。 3:5それを

食べると、あなたがたの目が開け、神のように善悪を知る者となることを、神は知っておられるのです」。 3:6女がそ

の木を見ると、それは食べるに良く、目には美しく、賢くなるには好ましいと思われ

たから、その実を取って食べ、また共にいた夫にも与えたので、彼も食べた。 3:7

すると、ふたりの目が開け、自分たちの裸であることがわかったので、いちじくの

葉をつづり合わせて、腰に巻いた。  



3:8彼らは、日の涼しい風の吹くころ、園の中に主なる神の歩まれる音を聞いた。そこで、人とその妻とは主なる神

の顔を避けて、園の木の間に身を隠した。 3:9主なる神は人に呼びかけて言われた、「あなたはどこにいるのか」。 

3:10彼は答えた、「園の中であなたの歩まれる音を聞き、わたしは裸だったので、恐れて身を隠したのです」。 3:11神

は言われた、「あなたが裸であるのを、だれが知らせたのか。食べるなと、命じておいた木から、あなたは取って食べ

たのか」。 3:12人は答えた、「わたしと一緒にしてくださったあの女が、木から取ってくれたので、わたしは食べたので

す」。 3:13そこで主なる神は女に言われた、「あなたは、なんということをしたのです」。女は答えた、「へびがわたしを

だましたのです。それでわたしは食べました」。 3:14主なる神はへびに言われた、 

「おまえは、この事を、したので、 

すべての家畜、野のすべての獣のうち、 

最ものろわれる。 

おまえは腹で、這いあるき、 

一生、ちりを食べるであろう。 

3:15わたしは恨みをおく、 

おまえと女とのあいだに、 

おまえのすえと女のすえとの間に。 

彼はおまえのかしらを砕き、 

おまえは彼のかかとを砕くであろう」。 

3:16つぎに女に言われた、 

「わたしはあなたの産みの苦しみを大いに増す。 

あなたは苦しんで子を産む。 

それでもなお、あなたは夫を慕い、 

彼はあなたを治めるであろう」。 

3:17更に人に言われた、「あなたが妻の言葉を聞いて、食べるなと、わたしが命じた木から取って食べたので、 

地はあなたのためにのろわれ、 

あなたは一生、苦しんで地から食物を取る。 

3:18地はあなたのために、いばらとあざみとを生じ、 

あなたは野の草を食べるであろう。 

3:19あなたは顔に汗してパンを食べ、ついに土に帰る、 



あなたは土から取られたのだから。 

あなたは、ちりだから、ちりに帰る」。 

3:20さて、人はその妻の名をエバと名づけた。彼女がすべて生きた者の母だからである。 3:21主なる神は人とそ

の妻とのために皮の着物を造って、彼らに着せられた。  

3:22主なる神は言われた、「見よ、人はわれわれのひとりのようになり、善悪を知るものとなった。彼は手を伸べ、

命の木からも取って食べ、永久に生きるかも知れない」。 3:23そこで主なる神は彼をエデンの園から追い出して、人

が造られたその土を耕させられた。 3:24神は人を追い出し、エデンの園の東に、ケルビムと、回る炎のつるぎとを置

いて、命の木の道を守らせられた。  
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これは聖書の一番最初の物語であり、歴史的事実です。 

ここまでお読みになって、なぜ人類に罪が入ったかおわかりになったでしょう。 

私たちすべての人間は、このアダムとエバの子孫なので、生まれながらに罪の性質を持ってい

ます。そのことをキリスト教では【原罪】と呼びます。 

どんなに素晴らしい人でも、人生で一度も罪を犯さないで生きられる人がいないのはそのため

です。 

もともと神から生まれ、神の子供であった人間でしたが、罪が入った以上その関係は切れてし

まい、その結果「死」というものが入ったのです。 

しかし、神様はそんな人類救済のために究極の愛を示し

てくださったのです。 

神はそのひとり子イエス・キリストをこの地上に遣わし

てくださいました。イエスは十字架にかけられ、人類の

罪の身代わりとして死んでくださり、三日目に復活しま

した。もし人が、まことの神から離れて自分勝手に生きてきた自分の罪を悔い改めて、イエス・

キリストを救い主と信じ受け入れるなら、罪のない者と認められ、救いを受け、永遠のいのち

を頂けるのです。この地上の命が終わったとしても、クリスチャンは天国に行って永遠にイエ

ス・キリストと共に生きるのです。 


